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地域構想学研究教育報告，No.8（2017）

Ⅰ．「福援ゼミ」の立ち上げ

　１．福島県事業への応募と「福援ゼミ」
　2015年度の高野ゼミでは，福島県の「大学生の
力を活用した集落復興支援事業」に応募・採択さ
れ，翌16年度と２ケ年にわたって，福島・宮城県
境の山村の人々と交流し，阿武隈低山地帯の里山
の村の多彩な地域資源を体感する貴重な機会を持
つことができた。本事業は，福島県内の中山間地
域を大学生が訪れ，彼らの新鮮な「外」の目で地
域の良さを発見し，地域づくりへのアイディアを
提言してもらうことを目的にした事業で，2009年
から始まっている。震災・原発事故後の2012年度
から事業名に「復興」が付された。応募主体は学
生グループで，県内と隣県の大学のゼミが多い。
採択さると年13万円の活動費が支給され，現地調
査を行って「地域の宝」を発見し「提言」ととも
に報告することが求められる。事業期間は２年間
で，２年目はこの「提言」の具体化を伴う実践活
動とその成果の報告を行う。
　事業への応募は高野がゼミ学生に提案し，関心
を示した女子学生たちの賛同を得て，その１人を
代表者とする「福援ゼミ」のグループ名で申し込
み，多数の受託契約書類を作成して，５月末の締
め切りまでに応募した。そして６月上旬，マッチ
ングの連絡をうけたのが「やまふにゅう」という
印象的な響きの地区であった。
　さっそくその場所を地図で探し，そこが丸森町
に接する県境の山村「山舟生」であること，同時
に和紙，あんぽ柿の特産物，山車祭りやあじさい
祭りなどのイベント，太鼓や漫才，笠踊りなどの

伝統芸能，そして羽山とその信仰が地域の自然的・
文化的シンボルとなっていることをweb検索を通
して把握した。また，2009・10年度に同事業で東
北大学公共政策大学院グループが山舟生に入って
調査・提言を行い，webに公開されていることを
知った★1。その内容は私たちの参考になるが，伝
統芸能の「太鼓」の盛り上げが実践される一方で，
地域を構成する環境資源や場所，人々の生業や生
活の姿は描かれていない。そこで私たちの活動に
おいては，山舟生を構成する様々な「場所」と人々
の姿，そして地域づくりの歴史をまず知り，それ
をふまえて本事業が求める「地域の宝」を感取し
たいと考えた。
　またこれらの既存情報から，山舟生は「集落復
興支援」という事業名からイメージされる「限界」
で形容されるような集落とは異なり，活力に富む
地区のように思われた。実際にその後の交流を通
して，「福援」と称するのはおこがましい，教え
られ，学ぶことの多い体験となった。本報告は２
年間の活動の第一報として，山舟生との「出会い」
から既存情報の整理による地域性把握までについ
てレポートする。

　２．山舟生との鮮烈な出会い
　１）山舟生へ
　山舟生の情報を整理しつつあった６月中旬，以
後多大な支援をいただくことになる山舟生自治振
興会の事務局長から，７月５日（日）と11日（土）
の両日に開催される地域イベント「第12回あじさ
い祭り」と「第７回ペットボタル」への招待状が
届いた。
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　７月５日９時半，泉キャンパスから１時間半で
山舟生に到着。地区の入り口でさっそく「地域の
力」を感じさせる看板（写真１）に迎えられる。
そして地区の中央部にある「山舟生地区交流館」
（林業構造改善センター）に立ち寄り，自治振興

会の事務局で挨拶を交わした後，そこから１km
ほど山間にある「あじさい祭り」会場に移動した。
道すがら民家の庭にアジサイが植栽され，導かれ
るように祭り会場を見下ろす道端の臨時駐車場に
到着。そこは山々に抱かれた小盆地であった（写
真２）。
　盆地斜面を降りて谷底の水田を横切り，「あじ
さいばし」がかかるホタルのせせらぎを通って祭
り会場に入ると，そこには想像を超えたアジサイ
の世界があった。同時に人々の熱気にも圧倒され
た。農産物が並ぶ出店の女性たち，イノシシ肉，写真１　手作りの看板

あじさい祭り会場のある３区の集落 会場入口の橋とホタルのせせらぎ

白，青のあじさいがお出迎え 斜面の上まであじさい

写真２　あじさい公園（2015.7.05）

小学生によるあじさい植樹

盛大な開会式，来賓には国会議員も。

農産物の出店。イノシシ，アユ，はちみつの屋台も。 開会に続いて披露された郷土芸能
写真３　あじさい祭りの開会行事（2015.7.05）

植栽日を示す標識

漫才
羽山太鼓

獅子舞

笠踊り
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アユ塩焼，蜜入り蜂巣を並べた屋台，地元各組織
の代表者に国・県・市の議員も来賓に招いて進ん
だ開会式，参会者の記念撮影，「緑の少年団」に
よるアジサイ苗木の植栽，その後の伝統芸能の競
演（写真３）。事前に見たweb情報ではスケール
感や人々の熱気は伝わらない。まさに「百聞は一
見に如かず」の鮮烈な山舟生との出会いであった。
　それにしても，宮城県に住んでいると丸森町の
イベントは新聞・TVで伝えられるけれども，そ
のすぐ隣りに魅力的な山里とイベントがあること
は県境を越えて報道されない。1990年代，「県際
交流」が盛り上がったことがあったが，昨今耳に
しないのは，県境による情報遮断が原因かと思わ
ざるをえない。
　２）「ペットボタル」－「地域の力」に感嘆
　７月11日（土）15時すぎに山舟生に到着。地区
に入ってすぐ，西部地区の観音堂の前で「ペット
ボタル」の飾り付け中の人々と出会う（写真４左）。
これだけでもなかなかの労力。夜にはバイオリン

コンサートが催されるという。続いて「ひまわり
園」の看板に誘われて薄暗い脇道に入って川を渡
り，ひまわり畑を訪ねる（写真４中）。山あいの休
耕水田とおぼしき狭い平地にそこだけ陽光を浴び
て光り輝くひまわりの群れに感嘆の声をあげる。
　17時すぎ，地域の信仰のよりどころである羽山
神社に到着して参拝し（写真４右），境内と隣接
の秋葉神社を一巡して「羽山神社の祭りばやし」
の由緒看板を学習。そんな “道草” をしつつ17時
半すぎ，まだ明るい「あじさい祭り」会場に到着。
自治振興会会長や事務局長をはじめとする地域の
方々とあいさつを交わし，園内を巡ったり出店の
シシ肉を食したりして夕暮れを待つ。
　日没が近づいた頃，ろうそく点灯のお手伝い（右
写真）。といっても私たち
は１人数個点灯しただけ
だったが，会場内の斜面上
から田のあぜ道まで5,000
個もあるというろうそくの

北向観音堂とペットボタル 看板に誘われてひまわり畑へ 羽山神社を初参拝
写真４　地区内の様子（2015.7.11）

カラー LEDの取り付けに
子供たちも参加

写真５　ペットボタルの夜（2015.7.11）

羽山のシルエットを背景に深まる幻想的な光のさざ波

夜の闇に浮かび上がる板木集落のペットボタル

光文字の演出→
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点灯の労力を考えただけでも，地域の「まとまり
力」を感じざるを得ない。
　やがて夕日が稜線に沈んで闇が募るとともに一
帯は幻想的な風情に包まれる（写真５）。気づく
と園内は人波であふれている。「ペットボタル」
は，ろうそくを灯したもののほか，淡く明滅する
1,500個のカラー LEDを集めた場所もあって，ろ
うそくとは異なる風情を漂わせる。地元小学生た
ちが飾り付けたLEDの木もあり（写真５左下），
「地域の力」をあわせたイベントとなっているこ
とを実感した。

Ⅱ．山舟生の地域性 -- 既存資料による整理

　１．立地・沿革　
　山舟生は，福島県の北端にある伊達市梁川町の
地区で，東部は尾根を隔てて宮城県丸森町に隣接
している（図１）。福島市中心部から約20km，国
見ICから車で15分程度，梁川町の中心部からは
10分程度と，県境にあっても「僻地」ではない。
地形条件は，阿武隈山地に位置して平地の少ない
中山間地域といえるが，農林業センサス（2010）
では林野率56.8％の「中間農業地域」の「田畑型」
に分類されている。集落の立地標高も，山舟生川
とその支流沿いの100 ～ 300m程度で，川に沿っ
た平地は水田に，段丘面や傾斜地は畑や樹園地に
利用され，奥地山村というより「里山」のイメー
ジがあてはまる。地区の南東部に信仰の山として
知られる羽山（458m）がある。
　『梁川町史』によれば，山舟生の沿革は，1889
（明22）年，近世の村から明治行政村にそのまま
移行し，1955（昭30）年に梁川町に合併するまで，
長期間にわたって自治体を形成していた。そのた
め地区内に「大字」はない。2015年７月末の住民
基本台帳では，人口は835，世帯数268で，12の行
政区に属している。
　地区の人々の交流の場としては，山舟生地区交
流館（林業構造活性化センター），各区の集会所
と神社，村社の羽山神社，山舟生小学校，郵便局，
農協支所などがその機能を担っている。これらの

「区」の範囲と，住宅地図から読み取った交流施
設と小売・サービス業とみられる事業所の立地を
示したのが図２である。図にみるように，家々は
谷筋と緩斜面に散在して分布する場合が多い。
　山舟生の中心をなすのは第６区で，小学校，郵
便局，農協支所，冬に稼働する和紙伝承館，そし
て地区交流館が集まる。住宅地図では商店が１つ
あるが，食品や生活用品をそろえる小売店ではな
い。
　民間の事業所と思しきものがほとんどみられな
い中で「採石業」が目立ち，地区を通る県道は石
を運ぶ大型ダンプの通行が多い。自治振興会によ
れば，丸森町に接する県境にある採石場は、県北
管内の道路や建物に使用する石材の大半を供給し
ているという。

　２．人口,世帯統計の整理
　１）人口
　人口減少と少子高齢化は今や地方農山村に共通
の傾向である。山舟生の国勢調査人口も1995 ～
2010年の間に1,353から959人へと29％減少した。
この減少率は，町場と平地を含む梁川町全体の数
値を大きく上回るけれども，隣接する中山間地区
と比べると同水準といえる（表１）。年齢構成で
は全般に少子高齢化が進む中で，隣接地区と比べ
ると，山舟生の65歳以上人口率は低めの一方で，
15歳未満人口率の低下が著しく（表１），高齢化
より少子化が顕著である。

　年齢構造の変化を人口ピラミッドでみると（図
３），少子化が顕著である一方で，65歳以上人口
の増加は顕著ではない。他方，15 ～ 64歳の生産

表１　山舟生と隣接地区の人口変化（1995,2010）
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図１　山舟生の位置（20万の１地製図，50mメッシュ標高，旧自治体境界）

図２　山舟生の行政区と施設立地（地形図画像，住宅地図2015による）
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年齢人口については，維持されているものの，そ
の主力は50代後半の層である。このことから，
2010年から５年後の調査時点では高齢世代が大幅
に増え，生産年齢人口が大幅に減少していると推
察される。
　２）世帯
　世帯数は人口に比べて減少幅は小さく，山舟生
では15年間で27世帯，９％の減少にとどまる一方
で，梁川町全体では微増となっている（表２）。

他方，家族類型別世帯数の変化をみると（表３），
「６人以上の世帯」，「18歳未満のいる世帯」が激
減して「夫婦のみ」や「単独世帯」が増えている。
　これらの数値は，山舟生を含む山間地区で後継
者世代が世帯分離して町の中心部へ移り住み，山

間部には一人暮らし世帯や高齢者の世帯が残され
る傾向を示すものと考えられるが，表３をよく見
ると梁川町中心部（川北，川南）でも高齢者のみ
世帯や単独世帯は増えている。このことは，後継
者世代の転出は，梁川よりも就業機会に恵まれた
保原・伊達方面や福島市を指向することを示すも
のかもしれない。
　３）震災後の人口・世帯
　福島県では2011年の原発事故で，多数の住民が
今も避難を余儀なくされているという未曽有の状
況にあり，人口・世帯の動向に大きな変化が出て
いる可能性がある。しかし最新の国勢調査は2015
年10月に行われたばかりで，現時点では結果は未
公表である。そこで，伊達市の住民基本台帳によ
る人口・世帯数を旧町別にまとめた（表４）。

　これをみると，人口減少率は2005 ～ 10年（山
舟生－12.2％，梁川－7.0％）を上回るが，大きな
差かどうかは判断できない。世帯数の減少率では
さらに大差ない（山舟生－2.2％，梁川－1.5％）。
また上記の推論の通り，福島に近い伊達と保原で
人口減少率が小さく，世帯増加率が高い。
　こうした中心部と周辺部における世帯類型の分
離傾向は，周辺部における非就業者世帯（年金暮
らし）の増加と，経済活動の空洞化につながる。
図４はその「非就業者世帯率」の町丁字別の分布
を示す。これをみると，高率の町字が集まるのは
山舟生の南隣りの白根地区と梁川中心部である。
梁川中心部の世帯数の増加は，若い世代の世帯分
離によるものだけでなく，高齢者世帯の転入もあ
ることを示唆すると推察される。
　他方，山舟生の非就業者世帯率は比較的低い。
しかしこれは，既述の年齢構成を考えると，「2010

図３　山舟生地区の人口ピラミッドの変化

表２　山舟生と隣接地区の世帯数（国勢調査）

表３　類型別世帯数の変化（国勢調査）

表４　旧梁川町の非就業者世帯率の分布（国勢調査）
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年の時点ではまだ低い」とらえるのが妥当で，
2015年の調査結果の公表が待たれる。
　４）通勤先
　1995年国勢調査の小地域統計には「従業地」つ
まり通勤先のデータがある。20年前のデータにな
るが，その後公表されなくなったため，分布図化
してみた（図５）。これによると，他市町村従事
の割合が低い１区と４区は，高齢人口率が40％台
と高い。これは「通勤」の可否が生産年金人口と

就業者世帯の維持につながっている面があること
を示唆するものとして興味深い。

　３．産業統計の整理
　１）農業センサスの分析
　山舟生の農地は，北東部から流れ下る山舟生川，
南東部の羽山の麓に発する大小川，そしてそれら
の小支流に沿った狭い平坦面に分布するほか，丘
陵斜面に畑が開かれ，各所にカキの木がみられる。
農業センサスにより農家数と営農タイプを表す集
計項目「経営組織別経営体数」の1980年以降の変
遷を整理したのが表５である。これによれば，総
農家数は35年間で108戸，42％，販売農家167戸，
72％も減少した。他方，2015年の総農家数151戸
は同年の世帯数268戸の56％，統計上の農家要件
（経営耕地10aまたは農産物年間販売額15万円以
上）に該当しない「土地持ち非農家」56戸を加え
ると，約８割の世帯が農地を保有することになる。
山間部の農地は，生業として十分な収入にならな
い面積でも，食材の自給や，日々の生活を豊かに
してくれる自家資源，地域資源として軽視される
べきではない。
　表５はまたこの間，営農タイプが大きく変化し
たことを物語る。1980年に多かった「養蚕」の単

図４　旧梁川町の非就業世帯率の分布（2010国勢調査）

表５　山舟生の農家数と営農タイプの変化

いずれの年も２戸以下の分類項目は省略。「－」データなし図５　山舟生の就業者の従業地別構成（1995国勢調査）
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一経営と準単一経営が95年までに激減し，その代
替作目も明瞭ではなく，それが農家数自体の減少
にもつながっている。そうした中で，95年には稲
作，野菜，果樹を含む類型が増えたが，2000年代
に入って果樹と野菜以外は農家数を減らした類型
が目立つ。稲作を含む類型が非常に少ないのも，
平地に乏しい中山間部の特徴といえる。
　販売農家の経営耕地面積と年間販売額を規模
階層別にみると（表６），経営耕地面積では0.5 ～
1.5ha，販売額では50万円から300万円までの各階層
が大半を占める。平均経営面積は2010年に0.51ha
と町内最小であったが，2015年には0.45haとなっ
た。しかし自治振興会事務局でのヒアリングによ
れば，２ha以上や500万円以上の農家は，いずれも
米，あんぽ柿，キュウリ，サヤエンドウを組みあ
せて栽培する専業的農家で，生産性は高いという。

　専業兼業別では，第二種兼業が販売農家の過半
を占める中で，専業農家数は2010年25戸，2015年
22戸と両年とも約3割ある。そのうち「男子生産
年齢人口あり」は2010年10戸，15年９戸，「女子
生産年齢人口あり」も両年とも９戸あり，これら
が上記の「生産性の高い専業的農家」に該当し，
経営面積1.5ha以上，販売額500万円前後の層に対
応するものとみられる。
　中山間地域で問題となっている耕作放棄地率を
みておくと（表７），山舟生は旧梁川町内では同
じ山間部の白根地区と並んで高かったが，震災後
の2015年はさらに急増して４割を超えた。生産性
の高い複合経営で収益をあげる少数の農家がいる
一方で，放射能被害の余波もあって条件の悪い農

地から放棄が進んでいる状況がみてとれる★2。

　農業の最後に，山舟生内部における地域性につ
いてみておきたい。図６は「販売１位部門別農家
数」の構成を集落別に円グラフで示したものであ
る。農業センサスの「農業集落」は，山舟生では
行政区とほぼ一致する。
　図によると，果樹類が１位の農家は西部の９～
12区に多く，露地野菜１位の農家は全域で多い。
また４・５区では施設野菜１位が最多を占める。
現地観察によれば果樹はほぼカキで，傾斜地だけ
でなく，９～ 12区では川に沿う平坦面にも植え
られている。

　２）林業
　農林業センサス（2010）では，山舟生には農業
と林業を兼営する経営体が70あり，保有山林面積
３ha未満が45戸，３～５haが15戸，５～ 10haが
５戸，10ha以上が２戸である。国土数値情報の
森林地域データ（2016）によれば，山舟生の森林
はすべて民有林である（図７）。民有林には地区
北部の和田山45haなど，旧村有林★3を継承した財
産区林が含まれる。炭焼きが行われたり桑園が開

表６　経営耕地と年間販売額規模別販売農家数

表７　耕作放棄地

図６　販売１位部門別農家数の農業集落別分布
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かれた時代とは異なり，山林は今では生計基盤に
はならない。しかし放射能事故の前までは，山菜
の採取や狩り場となり，共有林は希望者の利用に
供されて，貴重な生活資源を得る場所であった。
　４）事業所
　高度経済成長期以降，首都圏から多くの工場移
転を受け入れてきた中通り地方も，円高不況によ
る製造業の海外移転によって就業機会を減らして
きた。とりわけ幹線交通から離れた山間部から産
業空洞化が進行している。山舟生ではどうだろう
か。
　表８は，事業所企業統計（2001）と経済センサ
ス（2014）によって，事業所数と従業者数を産業
大分類別に示したものである。産業分類が大きく
変わって正確な比較はできにくいが，かつて山舟
生で多かった鉱業、建設業、サービス業の従事者
のいずれも，大幅に減少している。2001年に従業
員数が最多だった鉱業・採石の事業は，2014年に
０となった。商業・サービス業の事業所は10から

７へ，その従事者は41人から22人に半減した。現
在の山舟生にはコンビニや「よろずや」のような
小売店はない。事業所の縮小は，人口減少・高齢
化と表裏をなすといえる。

　Ⅲ．山舟生の「場所」めぐり　

　2015年９月２～４日，合宿調査を実施した。そ
の最初として，地元の人々が地域を代表すると考
えている「場所」，地域のシンボルや生活の「よ
りどころ」としての場所を案内していただくよう
にお願いした。その結果，初日の午前は地域最大
のシンボルである「羽山」への登山，午後はその
他のスポットを巡るという視察が準備された（表
９，図８）。本章では，その「場所資源」につい
て報告する。

　１）羽山登山
　９月２日10時，地区交流センターに集合して，
羽山神社に移動・参拝した後，羽山登山を敢行
した。羽山は山舟生地区民が信仰を寄せる標高
458mの山で，「三山」に見立てた三つのピークに
は「奥の院」や祠が，ピークから東に続く尾根筋
の参道には「三十三観音」の小祠群が祀られて（写
真６, ７），山全体が霊山となっている。東麓の天
狗岩の登山口から急斜面を30分ほどよじ登って，
尾根に出て．これらの信仰スポットを巡った。
　また，群生地をなすショウジョウバカマをはじ
めとする山野草の数々，サンショウウオが棲む湧
水地（写真７下），花崗岩の奇岩など，多様な自
然スポットが地元の人々によって見出されていお
り，これらも１つ１つ案内していただいた。

図７　山舟生の森林分布（細線は国調小地域境）

表９　実地視察の行程（2015年９月２日）

表８　山舟生の事業所数の変化（2001, 14）
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　下山後，羽山神社の社務所で会長・事務局長の
奥さんたちが用意した昼食をいただいた後，山舟
生の村づくりの流れについて，議員として地域の
まとめ役を務めてきた自治振興会長よりヒアリン
グした。

図８　巡検スポット（2015.9.02）
赤点：GPS座標点（羽山登山時は不取得），黒点線：移動コース

写真６　羽山登山口から山頂へ
上左：天狗岩の入山口，上右：登山道，中左：中羽山の祠，

中右：山頂の奥の院，下：山頂で記念写真

写真７　尾根沿いの探勝スポット
上左：山頂から東に続く尾根筋の参道，上右：小祠の１つ

下：湧水地「一杯清水」とサンショウウオ

写真８　和田山からの眺望。手前はカキの木

写真９　除石観音堂

写真10　砕石場の看板
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　２）和田山，除石観音，採石場
・和田山 … 地区の北端にあり，旧村以来の共有
林となっている。共同梨園も造成されて，地形図
の記号では桑園になっているが，今はカキが目立
つ。共有林の一角にエゴノキが植栽されていて，
春に白い花が咲き，その実からとれる種子は，地
元有志によって「お手玉」づくりに利用されてい
る。山腹にある溜め池の土手は，伊達盆地が一望
できる絶景スポットになっている（写真８）。
・除石観音堂 … 続いて８区の除

よけ

石
いし

へ。信達地方
では江戸時代に観音信仰が盛んになり，各所に観
音堂が造られて観音巡りが行われた。山舟生には
札所が５つあり，除石観音堂（写真９）はその12
番札所★4。獅子舞が奉納されるようになり，1974
年，「除石観音様の獅子舞」として梁川町無形民
俗文化財に指定されている。
・砕石場 … 阿武隈北部には花崗岩や玄武岩の地層
が分布し，各所で建材用に採掘されている。山舟
生にも双葉砕石，梁川採石，佐藤砂利砕石の３事
業場があり，地元の方によれば，これらは県北地
方の砕石の大半を供給してきたという★5。今回訪
れた丸森町に接する県道の両側に，双葉砕石と梁
川砕石の事業場に通じる道路が確認できる。その
うち梁川砕石事業場のゲート脇の説明看板（写真
10）で砕石場の概況を学習した。
　３）西部地区　
・北向観音堂 … ７月11日のあじさい祭りの折，
ペットボタルの飾り付けが行われ，演奏会が催さ
れていた北向観音堂を訪問。氏子の代表者からそ
の由来について聞き取りした。信達33観音の10番
札所で，氏子23戸，境内の石碑に残る最古の年号
は「安永」（1772 ～ 81）という。観音は千手観音
で，手先が器用になるご利益があり，３月と９月
に祭りが催される。1967年，境内の杉の古木の販
売収入に氏子の浄財をあわせて，茅葺きからトタ
ンに変えた。境内からは，川向こうの小手内の集
落と小手内観音堂が見わたせる。
・出雲大社 … 地区西端の12区に，出雲大社の分
霊社と信夫・伊達両郡の講員が集まる信達講社会
堂がある（写真11）。大国主を祀る出雲大社は，

大黒様（福の神），
縁結びの神として
知られ，ここでは
出雲大社と同じ御
札が入手できる。
４月末と10月末の
祭礼日には会堂は
満員になる。折しも学生の１人が虫に刺されて肌
が腫れあがり，管理人夫人に秘薬？を塗っても
らったところ，腫れは見る間に快癒し，大国主パ
ワーに一同感心。
・舟生の千本松 … 山舟生の西端から舟生地区
に入ったところに赤松の巨木（写真12）があり，
1975年，「舟生の千本松」として梁川町の天然記
念物に指定されている。幹回り3.2m，樹高16m，
幹が多数分岐した「多行の松」となっている。つ
まり「千本」は枝の数のこと。その昔，義経軍が
阿武隈川をはさんで合戦した際，弁慶が多数の死
者を弔う墓標として植えたとの伝説が残る。

・七ツ釜砕石場跡の露頭 … 以前は，第三紀の初
めに噴出した霊山火山灰の地層群が褶曲や断層と
ともに観察でき，県教委の理科教材としても紹介
され，地元小学校の現地学習も行われる「名所」
だった。しかし砕石が中止されて年数が経過する
とともに，アクセス道路は穴ぼこになり，表面が
土砂に覆われ，樹木が繁茂して視界が遮られ，地
層は見えなくなっている（写真13）。
　以上，午前２時間，午後２時間で垣間見ただけ
であったが，観光ガイドに記されるような場所も
事績もなく，よそ者には特徴があるようにもみえ
ない「普通」の山村も，地元の人にとっては意味

写真11　出雲大社講会堂

写真12　舟生の千本松
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ある場所で満ちていることを実感した。特に神社，
お堂，祠は集落ごと屋敷ごとにあり，また同行し
た地元の方は山野の花々や植物を１つ１つ指さし
て解説してくれた。
　まさに山村においては集落の各所に「聖なる場
所」がある。周囲の山野も都会では望めない地域
資源であり，いわゆる「生態系サービス」の源泉
であることを再認識させられる体験であった。

Ⅲ．山舟生の自治組織と地域づくり

　１）自治振興会
　山舟生の自治と地域づくりの指令棟となってい
るのは，2015年４月に発足した山舟生自治振興会
である。その特徴は，人口減少と高齢化で活動が
困難になっている地域の各種団体を束ねて５つの
「部会」に取り込み（図９，表10），相互に補完
協力体制をとれるようにした。これは限られたマ
ンパワーを効果的に活用して地域活動を維持する
工夫をした，新しい時代の自治組織体であるとい
える。
　事務局は地区交流館に置かれ，事務局長と局員
が，水曜以外の週６日，交代で常駐して対処する。
まさに地域自治のコントロールセンターとしての
機能を果たす。運営の要となる事務局長には，県
職員を退職して地元に戻っていた有能な人材を委
嘱し，事務局や各部会の幹部には公民館長や区長
の経験者，基幹的農業者，各グループのリーダー
をあて，また特定の区に偏らないように配慮して
いる。
　自治振興会の活動にかかる財源は，１戸１万円
の年会費計250万円，市の「地域自治組織活動支
援交付金」240万円，施設事務の受託費72万円な

どで， 事務局と各部の活動に振り向けられる。
　２）地域自治モデル地区事業
　山舟生自治振興会の立ち上げには，2013・14年
度にわたる伊達市の「地域自治モデル事業」によ
る取り組みがあった。伊達市まちづくくり推進課
での聞き取りによれば，同事業の経緯として，近
隣自治を担ってきた町内会の自治力が，高齢化と
人口減少の中で将来の弱体化が避けがたい状況か
ら，小学校区単位での新たな自治組織が必要と考
え，新組織への移行をめざす「モデル事業」への
応募を2013年に呼びかけた。それに対して，まさ
に同じの問題意識を抱いていた当時の山舟生自治
会と「むらづくり推進協議会」のメンバーが共同
でこれに応募した。応募は山舟生だけであったと
いう。
　モデル事業への採択をうけて，山舟生では，12
の行政区と各地域団体の代表者による「地域自治
モデル事業検討委員会」を組織して，市に開設さ
れた市民活動支援センターと地域おこし支援員の
支援を受けて，地域の課題を探るための住民意識
調査の実施と集計の作業を行った。同時に，山舟
生地区公民館の６つの分館ごとに計13回にわたる
住民懇談会を実施して，地区の課題と「良さ」の
再確認の作業を行った。こうした意見収集活動を
通して，課題別に優先度を付して対応策を整理し

写真13　砕石場跡の露頭

図９　山舟生自治振興会の組織体制
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表11　抽出された地域づくり課題とアイディア

202

31

45

69

106
PTA

126

表10　山舟生自治振興会の主な活動内容

※予算は2015年度。下線は，「むらづくり推進協議会」の部会を継承。

※優先度
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た行動計画表（表11）が作成された。
　市の担当職員によれば，この膨大な調査の実施
と集計作業は，山舟生の人々の力で手際よく行わ
れ，その「地域力」は驚かされたという。その背
景には30年来の歴史を持つ「むらづくり協議会」
の活動の実績があり，町内会の代表による「自治
会」と，実働部隊としての「むらづくり推進協議
会」が両輪で地域をまとめてきた実結があり，市
の職員はそれを「他にはないこと」と評価してい
た。またその方式が，新たな「自治振興会」の参
考にされたという。　
　３）「むらづくり推進協議会」の継承
　山舟生の「地域力」の背景という「むらづくり
推進協議会」とはどのようなものかについて，自
治振興会への聞き取りによって整理する。1982年
10月，「山舟生地区明るく住みよいむらづくり推
進協議会」（以下「むらづくり協議会」）が結成さ
れた。現伊達市内で同様の組織が作られたのは，
隣接の白根地区と山舟生の2つだけである。当時
は稲作減反政策の開始から10年がすぎて転作が強
化され，圃場や水路の整備と施設化・機械化を柱
とする「農業構造改善」と集落環境の整備事業が
各地の農村で進んだ時代である。山舟生でも1970
年代中頃に区画整理や大型ハウスの導入が実施さ
れた★6。そして1982年，「地区再編農業構造改善
計画」策定の指定をうけて，1983年4月に農業基
盤や集落環境の３ケ年にわたる整備計画がまとめ
られた。その最終年の1985年には，現在の自治振
興会事務局がある地区交流館が「林業構造改善セ
ンター」として落成している。
　「むらづくり協議会」は，ハード面の環境整備
にあわせて，ソフト面での「村づくり」のために，
地域内の各団体の代表者が構成員となって設立さ
れた。会の目的には「山舟生の地域特性を生かし
た豊かで住みよい地域社会建設のため，住民の総
意に基づきむらづくり実践活動を行う」ことが掲
げられている。その具体化のために生産営農，生
活環境，食生活改善，後継者の４部会が設けられ
た。このうち後継者以外の3部会は，現在の自治
振興会の各部の構成組織として継承されている。

また同事業が農業基盤整備にかかわることから，
農業協同組合が中心的な役割を果たし，梁川町農
協山舟生支店内に事務局が置かれ，営農指導員が
事務局長となり，会長には農協の職員や理事，農
業者が選ばれてきた。
　「むらづくり協議会」は2015年３月の解散に際
して，30年余年にわたる活動年表を「むらづくり
のあゆみ」と題するリーフレットとして作成した。
それに基づいて山舟生の地域づくりの流れを示し
たのが表12である。これによると，会の設立ま
もない1980年代前半に各種の制度資金を導入して
環境整備を図り，80年代後半からは各種の表彰を
受けるととも，イベントが行われるようになった。
　「ふるさと創生」が唄われた90年代には，羽山
と伝統芸能をむらづくりのテーマとして認識され
て，羽山の遊歩道整備や案内版，散策しおり作
成、キャッチフレーズ看板の設置などの整備が進
んだ。
　そして現会長が就任した2000年代には，「アジ
サイ」と「ホタル」という里山の環境資源が注目
されて，地域を代表するイベントになるとともに，
羽山と伝統芸能が県レベルでも顕彰されるように
なった。またこれらの事業には，90年代後半から
増えてくる中山間地域の「多面的価値」の整備と，
折からの養蚕衰退による遊休農地の整備に関する
事業が活用された。
　活動は大震災・原発事故という困難に直面した
2011年以降も衰えず，春菊餅，あじさい公園の整
備，LEDペットボタルの導入が次々に企てられ
た。他方，そのような中でも10年後の担い手減少
と高齢化への危機状況を直視して「地域自治モデ
ル事業」に応募し，2015年４月，新たな「自治振
興会」への移行が果たされた。30余年の「むらづ
くり」の流れは以上のように整理できる。（未完）
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＜注＞
★１：東北大学公共政策大学院A（2010，2011）：山

舟生地区調査活動報告．以下のサイトに公開さ

れている。（https://www.pref.fukushima.lg.jp/

sec/11025b/tiikishinkou-27.html）

★２：市域の南東端の旧霊山町内３か所，旧月舘町

内４か所に2011年９月，「特定避難勧奨地点」が指

定された。2014年末までにすべて解除。

★３：『梁川町史』10巻，旧町村沿革，山舟村の章に，

明治39年に国から村に払い下げられた和田山をは

じめとする村有林についての記述がある（935 ～

936頁）。

★４：『梁川町史』10巻，旧町村沿革，山舟生村の章

に，「準秩父伊達三十四観世音」の10～ 14番（北向，

小手内，除石，坊，勝木）が紹介されている（960

～ 962頁）。一方，同11巻，「神と仏の信仰」の章

には「信達三十三観音」の記述があり，山舟生で

は上記のほか，清水，山窪，加老、八幡鬼石の観

音の記述がある（542 ～ 544頁）。さらに羽山の尾

根沿いにも「三十三観音」の石祠が草に埋もれて

表12　山舟生の地域づくりの歴史
（「むらづくりのあゆみ」を修正。）
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並ぶ。

★５：山舟生の鉱業事業所数は，2001年の経済セン

サスでは３，2009年は1であったが，2014年のセン

サスでは０で，３事業場とも休止状態にあること

になる。

★６：『梁川町史』３巻，現代の項に，農業構造改善

の記述があり，山舟生について短い言及がある（637

頁）。
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